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　平野養豚場は、豊かな自然に囲まれた木更津市唯一の養豚場。千葉県のブランド豚である

「林ＳＰＦ」を家族で日々愛情たっぷりに育て、年間約２５００頭出荷しています。

　養豚業の魅力を発信し続ける恵さんからお話を伺いました。

　３年前に勤めていた看護師を引退し、賢治さんの家族が営む養豚業に専念することにしまし

た。現在の農場が建設された昭和４８年からＳＰＦ種豚の飼育を始めたのですが、不況の影響

から採算が合わず、夫は後を継がずに廃業も考えていました。

　そこで結婚を期に生産するだけの養豚農家から顔の見える養豚農家としてＳＮＳでの情報発

信やイベントでＰＲを行い始めました。夫婦二人三脚で新たな取り組みにチャレンジする中で

経営は除々に上向きとなりました。

　そんな時に起きたのが、昨年の台風です。豚舎は損壊し、長期停電の影響で暑さに弱い豚さ

んはどんどん弱っていきました。一刻も早く復旧しなければならない状況なのに、人手不足、

物資不足で私たち家族も心身共に限界でした。そこで、藁にもすがる思いで、ＳＮＳを通し支

援を求めたところ、友人や地域の方、平野養豚場のファンなど全国から続々と支援物資が届き、

ボランティアの方も連日４０人ほど来てくださり、豚舎の補修・修理に協力してくれました。

たくさんの方に支えられて、改めて顔が見える生産者として「地域の方に愛される養豚農家」

になってきたと感じました。

　これからも安全で安心な美味しい「林ＳＰＦ」をもっとたくさんの人にお届けできるように、

そして、愛され続ける平野養豚場でいられるように、笑顔いっぱいで頑張ります！

顔の見える養豚農家として顔の見える養豚農家として、、

愛され続ける愛され続ける

　　　「平野養豚場」　　　「平野養豚場」

平野養豚場　平野賢治さん・恵さん
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農
家
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

農
業
委
員
会
活
動
の
推
進
に
あ
た

り
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
に
変

わ
り
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に

期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
千
葉
県
を
中
心
と
し
た

台
風
一
五
号
や
、
東
海
・
関
東
・

東
北
地
方
を
直
撃
し
た
台
風
一
九

号
に
よ
る
暴
風
・
豪
雨
被
害
な
ど
、

被
災
さ
れ
た
農
家
の
方
々
は
大
変

な
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特

に
当
市
に
お
い
て
は
台
風
一
五
号

に
よ
り
、
農
作
物
や
農
業
施
設
に
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
被
害
が
拡
大

し
、
収
束
が
見
え
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
自
然
の
恵
み
を
頂
い

て
い
る
農
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、

改
め
て
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
見
せ

つ
け
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
米
に
関
す
る

コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
、
国
内
最
大

級
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、
第
二
一

回
「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク

ー
ル　

国
際
大
会
」
が
木
更
津
市

で
開
催
さ
れ
、
海
外
を
含
め
五
一

三
七
検
体
の
出
品
の
中
、
最
上
位

で
あ
り
ま
す
、
国
際
総
合
部
門
の

金
賞
受
賞
者
一
八
名
の
中
に
、
本

市
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

で
あ
る
石
﨑
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
は
大
変
喜
ば
し
く
、
本
市

の
農
業
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
繋
が
る
も
の
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
競
技
種

目
三
三
九
、
参
加
競
技
者
一
万
二

千
人
以
上
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

更
に
多
く
の
観
光
の
お
客
様
も
見

込
ま
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

が
決
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
お

互
い
の
文
化
や
経
済
の
交
流
を
図

る
事
が
で
き
、
選
手
等
関
係
者
の

皆
様
に
は
食
の
提
供
な
ど
に
お
い

て
、
本
市
の
農
産
物
に
触
れ
て
い

た
だ
く
機
会
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
、
平
成
二

八
年
の
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に

よ
り
「
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」
の
新
体
制
の
発

足
か
ら
三
年
が
経
過
し
、
今
年

七
月
に
は
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
。

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
重

点
と
し
て
、
業
務
を
遂
行
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
実
績
が

伸
び
な
い
中
、
昨
年
五
月
に
「
人

・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
に
関

し
、
積
極
的
に
行
う
事
が
法
律
に

明
記
さ
れ
ま
し
た
。
現
委
員
の
活

動
期
間
は
あ
と
僅
か
で
す
が
、
農

業
委
員
会
が
求
め
ら
れ
て
い
る
役

割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
け
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

農
業
者
が
、
将
来
に
希
望
を
持

て
る
よ
う
な
地
域
作
り
の
た
め
に

も
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
・
貸

し
借
り
す
る
場
合
や
農
地
（
市
街

化
調
整
区
域
）
を
農
地
以
外
に
用

途
変
更
（
転
用
）
す
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
ま
た
は
知
事
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
許
可
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
農

業
委
員
会
総
会
で
許
可
・
審
査
を

し
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
売
買(

貸
借)

や
転
用
を
し
て
い
る
場
合
は
違
反

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に

許
可
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

総会開催日 許可申請書 提出期限

４月７日（火曜） ３月16日（月曜）

５月８日（金曜） ４月16日（木曜）

６月５日（金曜） ５月18日（月曜）

７月７日（火曜） ６月16日（火曜）

８月５日（水曜） ７月16日（木曜）

９月８日（火曜） ８月17日（月曜）

【 農業委員会総会予定表 】

※ 総会開催日は変更になることがありますので、申請等がある場合は
事務局にご確認ください。

：

よ
り
良
い
地
域
作
り
の
た
め
に

よ
り
良
い
地
域
作
り
の
た
め
に

木
更
津
市
農
業
委
員
会　

会
長　

安

藤

一

男

農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
　

に
つ
い
て

【 農業者年金の直近５年間の運用利回り 】

年 度 運用利回り（単位：％）

２６ ８．７８

２７ －０．６９

２８ ３．２６

２９ ４．７５

３０ １．７１
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① 

農
業
委
員　

一
八
人

※  

法
令
に
よ
り
、
認
定
農
業
者
等
が
農
業
委
員
の
一
定
割

合
を
占
め
る
こ
と
、
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事

項
に
関
し
利
害
関
係
を
有
し
な
い
者
（
中
立
委
員
）
を

一
人
以
上
含
め
る
こ
と
、
年
齢
、
性
別
等
に
著
し
い
偏

り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
等
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

② 

推
進
委
員　

一
九
人

⑵ 

任
　

期
　

 

令
和
二
年
七
月
一
四
日
（
推
進
委
員
は

委
嘱
日
）
か
ら
令
和
五
年
七
月
一
三
日

ま
で
（
三
年
間
）

⑶ 

身
　

分
　

木
更
津
市
の
特
別
職
の
非
常
勤
公
務
員 

⑷ 

報
　

酬
　

農
業
委
員　

月
額
三
三
、〇
〇
〇
円

　

 　
　
　
　

推
進
委
員　

月
額
二
八
、〇
〇
〇
円

⑴  

農
業
委
員
会
の
総
会
（
毎
月
開
催
）
に
お
け
る
農

地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
係
る
許
可
等
の
審
議
及

び
決
定
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
現
地
調
査

※  

推
進
委
員
は
、
総
会
に
出
席
し
ま
す
が
、
審
議
・
決
定
に

加
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑵  

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
に
係
る
指
針
策
定
、

現
地
調
査
、
指
導
及
び
監
視
業
務

⑶  

農
業
者
か
ら
の
相
談
対
応
・
農
業
者
へ
の
助
言
指
導

農
業
委
員　

 

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
所
掌
事

項
に
関
し
適
切
に
職
務
を
行
え
る
者

推
進
委
員　

 
農
業
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱

意
と
識
見
を
有
す
る
者

ま
た
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

⑴ 

木
更
津
市
の
職
員
で
な
い
者

⑵  

本
市
に
住
所
を
有
す
る
者
・
市
内
在
勤
者

な
お
、
次
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
資
格
を
有
し
な
い

⑴ 

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

⑵  

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ

る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

※ 

農
業
委
員
と
推
進
委
員
は
兼
務
で
き
ま
せ
ん

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
推

薦
を
受
け
る
者
又
は
応
募
す
る
者
の
住
民
票
（
発
行

後
三
か
月
以
内
の
も
の
で
、
本
籍
及
び
筆
頭
者
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）
を
添
付
し
て
、
持
参
又
は
郵

送
に
よ
り
、
木
更
津
市
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴ 

申
込
書
様
式

　

個
人
に
よ
る
推
薦
、
法
人
・
団
体
等
に
よ
る
推

薦
、
個
人
に
よ
る
応
募
で
様
式
が
異
な
り
ま
す
。

⑵ 

受
付
期
間

　
　
　

令
和
二
年
四
月
一
日(

水)

か
ら

　
　
　
　
　
　
　

五
月
一
日(

金)

ま
で
【
必
着
】

※  

申
込
書
を
持
参
さ
れ
る
場
合
は
、
平
日
午
前
八
時
三
〇
分

か
ら
午
後
五
時
一
五
分
ま
で
に
お
越
し
下
さ
い
。

※  

申
込
み
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
受
付
期
間
を
延
長
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
延
長
し
た
場
合
に
は
、
木
更
津
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑶ 

募
集
案
内
及
び
申
込
書
の
入
手
方
法

　

推
薦
及
び
公
募
要
領
（
申
込
書
）
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
、
市
役
所
農
林
水
産
課
（
駅
前
庁
舎

八
階
）
木
更
津
市
内
の
公
民
館
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

⑴ 

推
薦
及
び
公
募
人
数

農
業
委
員
会
の
委
員

農
業
委
員
会
の
委
員（
農
業
委
員
）

（
農
業
委
員
）・・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員（
推
進
委
員
）

（
推
進
委
員
）
の
推
薦
及
び
公
募
に
つ
い
て

の
推
薦
及
び
公
募
に
つ
い
て

１ 

推
薦
及
び
公
募
の
内
容

４ 

推
薦
及
び
応
募
の
方
法

２ 

主
な
業
務
内
容

３ 

推
薦
を
受
け
る
者
及
び

　
　
　
　

 

応
募
す
る
者
の
資
格
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ヤ
ミ
耕
作
と
は
農
業
委
員
会
を

介
し
て
い
な
い
農
地
の
貸
し
借
り

の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
…

・
昔
か
ら
口
約
束
で
親
戚
・
知
人

に
手
続
き
せ
ず
に
農
地
を
貸
し

て
（
借
り
て
）
い
る
。

・
転
作
・
税
金
等
の
関
係
が
あ
る

の
で
手
続
き
を
し
て
い
な
い
。

●
ヤ
ミ
耕
作
だ
と
こ
ん
な
困
っ
た

こ
と
が
…

【
地
主
の
場
合
】

農
地
を
返
還
し
て
も
ら
う
際
に

離
作
料
が
発
生
す
る
場
合
や
、

二
〇
年
以
上
耕
作
し
て
い
た
際

農
地
が
借
主
の
も
の
に
な
る
場

合
が
あ
る
。

【
借
主
の
場
合
】

突
然
地
主
に
農
地
の
返
還
を
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る

●
農
地
の
貸
し
借
り
は
正
規
の
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

等
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

待
ち
に
待
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
幕
ま
で
い
よ
い
よ
残
り

数
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
中

の
人
々
が
日
本
に
訪
れ
、
日
本
の

食
文
化
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
木
更
津
市
の
お
い
し
い
農
産

物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

連
載
三
回
目
の
今
回
は
青
色
申

告
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

青
色
申
告
と
言
う
と
、
帳
簿
付

け
が
面
倒
な
こ
と
か
ら
敬
遠
す
る

方
が
多
い
と
思
う
の
で
す
が
、
で

は
白
色
申
告
は
帳
簿
が
不
要
な
の

で
し
ょ
う
か
？
実
は
平
成
二
六
年

の
税
制
改
正
に
よ
り
白
色
申
告
で

も
帳
簿
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
青

色
申
告
だ
か
ら
手
間
が
か
か
る
と

は
言
え
な
い
状
況
に
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

青
色
申
告
に
は
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

①
青
色
申
告
特
別
控
除
が
適
用

出
来
る
。

　

②
家
族
に
支
払
っ
た
給
与
・
賞

与
を
経
費
に
出
来
る
。

　

③
赤
字
を
三
年
間
繰
り
越
せ
る
。

　

④
三
〇
万
円
未
満
の
備
品
を
一

括
し
て
経
費
に
出
来
る
。

　

⑤
農
業
者
年
金
の
保
険
料
に
対

し
て
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ

る
。

　

青
色
申
告
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は

何
と
言
っ
て
も
「
青
色
申
告
特
別

控
除
」
で
す
。
青
色
申
告
特
別
控

除
は
条
件
に
よ
っ
て
一
〇
万
円
ま

た
は
六
五
万
円
の
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

六
五
万
円
の
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
「
複
式
簿
記
」
で
帳
簿
を

作
成
し
、
貸
借
対
照
表
を
申
告
書

に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

複
式
簿
記
に
よ
る
帳
簿
作
成
は
、

会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で

比
較
的
簡
単
に
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
会
計
ソ
フ
ト
利
用
の

場
合
、
必
ず
し
も
「
農
業
用
」
と

銘
打
っ
て
い
な
い
製
品
で
も
帳
簿

は
充
分
作
成
出
来
ま
す
。
最
近
は

廉
価
で
操
作
も
易
し
い
ク
ラ
ウ
ド

型
ソ
フ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
利
用

を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
た
だ
し
、
令
和
二
年
分

か
ら
は
電
子
申
告
を
す
る
か
、
電

子
帳
簿
保
存
法
に
従
っ
た
帳
簿
保

存
を
す
る
こ
と
が
六
五
万
円
控
除

の
条
件
に
加
え
ら
れ
た
関
係
で
、

こ
の
い
ず
れ
か
を
満
た
さ
な
い
場

合
に
は
五
五
万
円
の
控
除
し
か
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
さ
い
。

　

二
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙

げ
た
、
家
族
に
支
払
っ
た
給
与
・

賞
与
を
経
費
に
出
来
る
点
で
す
が
、

給
与
・
賞
与
に
は
給
与
所
得
控
除

と
言
う
控
除
が
存
在
し
て
お
り
、

こ
の
点
が
有
利
に
働
く
の
で
す
。

こ
の
控
除
は
例
え
ば
月
給
一
五
万

編
集
後
記

編
集
後
記

円
・
年
収
百
八
〇
万
円
の
場
合
で

す
と
六
二
万
円
と
な
り
、
そ
れ
だ

け
課
税
対
象
が
減
少
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
払
っ
た
側
で
は
全
額

経
費
に
な
る
が
、
受
取
っ
た
側
で

は
全
額
課
税
さ
れ
る
訳
で
は
な
い

と
言
う
現
象
が
生
じ
る
の
で
す
。

　

青
色
申
告
に
は
税
制
面
以
外
に

農
業
者
年
金
の
支
払
い
保
険
料
に

対
す
る
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
ら

れ
る
と
言
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
所
得
が
九
百
万
円
以
下
の
認

定
農
業
者
等
と
言
う
条
件
は
あ
り

ま
す
が
、
補
助
を
受
け
て
将
来
の

受
取
年
金
額
が
増
額
す
る
こ
と
は

か
な
り
魅
力
的
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

挙
げ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
収
入
保

険
に
加
入
す
る
た
め
の
必
須
条
件

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
ご
存

知
だ
と
思
い
ま
す
。
収
入
保
険
に

加
入
す
る
か
否
か
は
農
家
に
よ
っ

て
異
な
る
で
し
ょ
う
が
、
青
色
申

告
で
な
い
と
加
入
出
来
な
い
の
で

す
か
ら
、
こ
の
際
思
い
切
っ
て
青

色
申
告
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

ヤ
ミ
耕
作

ヤ
ミ
耕
作

ＳＴＯＰ！


